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文化財などのデジタル・アーカイブ化された素材を活用し，小さな子どもが文化財に対して興味・

関心を少しでももってもらえればという目的により手法の検討をした．手法として，デジタル・アー

カイブ化された素材の表示にデジタルサイネージを用いることとした．小さな子どもたちがデジタル

サイネージによる文化財の表示を視聴する効果の仮説として，表示された文化財に興味・関心をもっ

てもらう１つのきっかけとなるとともに教材にもなると考えた．デジタル・アーカイブとデジタルサ

イネージを総合的に利用してより効果的な表示にするために子どもが興味を示すデジタルサイネージ

表示の静止画や動画などを用いた構成内容を検討し， 実際に作成したデジタルサイネージに表示する

静止画や動画を小さな子どもとして幼稚園児に視聴してもらい文化財に対して興味・関心をもっても

らう１つのきっかけとなるのかを検証することにした．本研究方法として，デジタルサイネージを幼

稚園に設置して，幼稚園児・教諭・実習生に視聴してもらいアンケート調査により検証を行った．検

証結果として，幼稚園児・教諭・実習生から得られた結果について報告する． 
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１.はじめに 

本研究の目的としては，文化財に対して小さ

な子どもが実際の文化財をみたい，いろいろな

文化財をみてみたいと思ってもらうことである．

現状のデジタル・アーカイブ化された素材の閲

覧の多くは，パソコン・スマートフォン・タブ

レットなどの機器によるインターネット経由に

よる Web 閲覧が利用されるが，小さな子ども

自身にはパソコン・スマートフォン・タブレッ

トなどを一人で操作するのは困難である．そこ

で，静止画や動画の再生ができる表示方法とし

て，デジタルサイネージの利用を検討した. 
本研究では，デジタルサイネージを利用する

にあたり，小さな子どもに対して発信するため

に３つの項目「シンプル」，「興味をもってもら

う工夫」，「時間の制限」を軸にデジタルサイネ

ージに表示する構成内容の検討と作成を行い，

実際に小さな子どもとして，年少・年中・年長

の幼稚園児や教諭・実習生にデジタル・アーカ

イブ化された素材をデジタルサイネージによる

表示をみてもらい，興味・関心をもってもらう

１つのきっかけとなるのかを園児・教諭・実習

生の各視点よりアンケートにより意見収集を行

った結果と教材利用の可能性についての報告を

行う． 

２．デジタルサイネージの概要 

デジタルサイネージの定義として，中村・石

戸（2010）は，以下抜粋”2007 年に発足した業

界団体「デジタルサイネージコンソーシアム」

では，「屋外・店頭・公共空間・交通機関などの

あらゆる場所でネットワークに接続したディス

プレイなどの電子的な表示機器を使い，情報を

発信するシステム」と定義している．また，市

場規模として，中村・石戸（2010）は，以下抜

粋”デジタルサイネージの市場規模で 2008 年

に 650 億円とされた市場が，2015 年には 1 兆

円市場に成長すると見込まれている．“と大きな

市場である．デジタルサイネージは，国家プロ

ジェクトの１つでもあり，首相官邸（2010）は，

以下抄録及び抜粋” 知的財産戦略本部は「知的

財産推進計画2010」として，国際標準化特定戦

略分野における国際標準化の獲得を通じた競争

力の強化として，７つの特定戦略分野が選択さ

れた．その１つにコンテンツメディア（クラウ

ド，３Ｄ，デジタルサイネージ，次世代ブラウ

ザ）担当府省として，総務省・経済産業省が選

択された。デジタルサイネージは新たな広告メ

ディア，緊急情報告知等が期待される分野であ

り，鉄道等において普及が進みつつある．デジ

タルサイネージコンソーシアムにおいて，規格
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化作業を実施しているが，ハード面だけではな

くソフト供給を含めた戦略が重要．今後，世界

的な国際標準化が期待される．”注目された分野

である． 
３．デジタルサイネージ利用について 

デジタルサイネージという言葉は一般には，

あまり聞き慣れない人が多い言葉であるが，実

際にデジタルサイネージを目にしている人は，

多い．実際に見かけたデジタルサイネージの設

置場所について以下に記す． 

・鉄道・空港などの交通機関：駅改札柱周辺，

電車内など（停車駅などの運行情報や車両案

内・宣伝・天気・ニュースなどの表示） 

・スーパー・小売店：店内外，商品陳列棚（宣

伝・イベント案内などの表示） 

・病院など医療機関：総合病院などの受付・待

合・会計・場所（院内情報など表示） 

・行政や団体：観光地・役所内・美術館・博物

館などの屋内・屋外（お知らせ・施設案内・展

示物や見どころなどの案内表示） 

・教育機関：大学掲示板（学校情報などの表示） 

・金融機関：銀行・証券会社などの店舗屋内・

屋外（為替や株価など表示） 

・自動販売機：自動販売機内（宣伝などに表示） 

・会社やビル：会社の屋内・屋外やビルの壁面

（宣伝やニュースなど情報表示） 

上記以外にも，多くの場所に設置され多くの用

途に使用されている． 

４．デジタルサイネージのメリットについて 

デジタルサイネージのメリットとして，以下

の 通りである． 
（１）視聴人数・設置場所について 

デジタルサイネージは，大型ディスプレイに

より，同じ情報を多数の人が同時に視聴するこ

とができる．さらに設置されたデジタルサイネ

ージをネットワーク化することにより，離れた

場所で同時に視聴が可能である．設置場所につ

いては，視聴対象が集まるゾーンに設置して，

個々の主体性により視聴できる．同時に視聴す

ることにより共有した表示内容に対して,その

場で意見交換も可能である．  

（２）表示内容や時間について 

 静止画・動画・音声・音楽など多くの形式が

再生可能であり，スケジュールによる表示可能

である．また，ネットワーク化されたデジタル

サイネージを一元管理が可能である．視聴時間

に制限がある場合や視聴対象者が時間により異

なる場合など，表示内容を管理することにより，

発信側の意図が伝えられる．インターネットな

どの機器を利用した操作がなく，セキュリティ

面が安心である．これらにより，デジタルサイ

ネージを利用する用途が多くなる． 

５．デジタルサイネージよる効果について 

 行政や大学機関にて研究が行われており，総

務省（2010）は，以下抄録“「新しい情報メディ

ア・広告メディア：簡易型デジタルサイネージ

‐札幌における実証実験報告‐」を行っている．

デジタルサイネージをＪＲ札幌駅西コンコース

北口「北海道さっぽろ観光案内所に設置，観光

客に対して観光に関する情報をデジタルサイネ

ージにより表示して検証を行っている．実証実

験効果として，デジタルサイネージは一般の広

告媒体としての認知度はまだ低いが情報取集の

手段としての一般利用者の関心も高く一定評価

が得られている．”のである． 

６．幼稚園おける情報通信機器・視聴覚機器設

備の現状ついて 

文部科学省（2010）は，“平成22年「学校及

び社会教育施設における情報通信機器・視聴覚

機器設備等の状況調査」”を実施しており, 幼

稚園おける情報通信機器・視聴覚機器設備の現

状の保有について確認する． 
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図１ 学校における情報通信機器・視聴覚教育設備等の

保有率 出典：文部科学省（2010） 

 図１より，幼稚園おける情報通信機器・視聴

覚教育設備等の保有率として，上位 5 品目とし

て，デジタルカメラ 95.18％，コンピュータ



 

91.64％，ＣＤプレーヤ 90.35％，地上デジタル

対応テレビ 78.78％，ビテオテープレコーダ

74.28％の順となっている．小学校・中学校・

高校においても幼稚園の保有率上位 5品目につ

いては同様に高保有率である． しかし，教材提

示装置（実物投影機）の保有率が小学校

91.86％・中学校 85.40％・高校 74.59％の高保

有率に対して幼稚園の保有率は 12.54％と低い

状況である．同様に電子黒板の保有率が小学校

72.29％・中学校 67.28％高保有率に対して幼稚

園の保有率は 0.96％と低い状況であり，幼稚園

の情報通信機器・視聴覚教育設備等の電子化が

進んでいない状況である． 
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図２ 学校種別授業用情報通信機器・視聴覚教育設備 

等活用頻度上位 5 品目 出典：文部科学省（2010） 

 図２学校種別授業用情報通信機器・視聴覚教 

育設備等活用頻度上位５品目を示しているが，

幼稚園の活用頻度上位２品目がＣＤプレーヤと

デジタルカメラに対して，小学校・中学校・高

校の活用頻度上位２品目（順不同）は，コンピ

ュータとＣＤプレーヤでありデジタルカメラで

なくパソコンである．小学校・中学校・高校の

コンピュータとＣＤプレーヤである活用頻度上

位２品目は，図１の保有率も高く実際の授業で

主力として活用されている．よって，小学校・

中学校・高校のコンピュータ利用による電子化

が進んでいる．図１より幼稚園のコンピュータ

保有率は，91.64％と高いが実際の活用率は，図

２より50.00％であることがわかる．実際の幼稚

園の活用頻度を図３の幼稚園における授業用情

報通信機器・視聴覚教育設備等の活用頻度より

確認すると幼稚園利用しているとほとんど利用

してない幼稚園に二分化されている．  
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図３ 幼稚園における授業用情報通信機器・視聴覚教育

設備等の活用頻度 出典：文部科学省（2010） 

以上より，幼稚園における授業用情報通信機

器・視聴覚教育設備等は授業電子化が進んでい

ない状況である．ここで，幼稚園の電子化を進

めるにあたりデジタルサイネージによる動画・

静止画再生などメリットを生かした電子教材に

なると考えた． 
７．幼稚園の園児に配慮する事項 

テレビ視聴は，幼稚園児に対して配慮しなけ

ればならない．松本市健康福祉部３歳のしおり

抄録では，“自然とふれあう遊び，自然に親しむ，

テレビは時間を決めてよりよい番組を選び，2

時間以上のつけっぱなしはよくありません．”と

ある．目に対する負担軽減のためにテレビを見

る場所は明るい場所とテレビを視聴する距離を

選択し，画面がチカチカしない刺激の少ない表

示内容であり，目に負担かけないものやテレビ

による一方的な発信になってしまうためにコミ

ュニケーション不足への配慮が必要である．ま

た，自然とふれあう遊びなどにより現実を知る

ことが主体であるためにテレビ視聴により遊び

の時間を大幅に減らさない配慮が必要となる．

よって，デジタルサイネージの表示内容にも構

成段階において，園児の目に対する保護要素・

表示時間に対する要素・コミュニケーション不

足への配慮が必要である． 



 

８．本研究の実施について 

 本研究は，上記よりデジタルアーカイブの流

通，デジタルサイネージのメリットを生かし，

幼稚園児に対する配慮をして，園児に文化財に

興味・関心をもってもらうきっかけになるため

の研究の流れは，図４に示す流れとなる． 

 

図４ 本研究の流れについて 

デジタル・アーカイブ用素材収集と資料収集を

行い．デジタルサイネージの表示内容の検討と

作成を行いながら会場調整・デジタルサイネー

ジ機器の検討・アンケートの検討を行い，実証

実験の実施を行い検証をする．以上が本研究の

流れである． 

９．本実証実験詳細について 

長野県松本市の私立幼稚園にご協力頂いて，

平成２３年１１月に幼稚園年少児（３歳児）３

５名，幼稚園年中児（４歳児）３７名，幼稚園

年長児（５歳児）３０名の合計１０２名の園児

と教諭１１名，実習生１１名にデジタルサイネ

ージ表示内容を視聴してもらった．デジタルサ

イネージは，同幼稚園内会議室に設置を行い，

年少児，年中児，年長児の３回に分け，集中力

の維持のために座って視聴時間１回３分のデジ

タルサイネージ表示内容の 1回視聴してもらい

終了後，園児に対して質問を行い挙手形式によ

るアンケートを実施した．教諭，実習生は，各

園児閲覧時に混ざって視聴してもらい，記入形

式アンケートにより意見を収集した． 
（１）デジタルサイネージシステム構成 

本実験のシステム構成は，図５に示す構成図

の通りのスタンドアローンタイプデジタルサイ

ネージを利用して表示のみのものとする．ディ

スプレイは，デジタルサイネージ表示内容の作

成時には，パソコン用ディスプレイを利用する

が，実際の園児が視聴する際は，ディスプレイ

 

図５ システム構成図 

の大きさはもちろんのこと，パソコン用ディス

プレイと市販のハイビジョンテレビとは視野角

や映像の動きの違いがあり，園児の目に負担を

かけないためにもデジタルサイネージ用パソコ

ンよりＨＤＭＩケーブル接続により，市販の家

庭用３２インチハイビジョンテレビに表示する． 
ハイビジョンテレビ・テレビスタンドは，シル

バー色の部分や電源ランプなど園児の目が行っ

てしまう場所には，気が散らないように黒色に

覆って画面のみが目立つようにした．園児が集

中して視聴するために床に座ることにした．よ

ってテレビスタンドは通常のテレビ台よりも高

いテレビ画面中心位置にて９０ｃｍとして，園

児が４０人程度座って見える高さに調節設定し

た．また，テレビは明るい場所でテレビから離

れた距離で視聴できる場所とした． 

 

     前面          背面 

図６ 実際のシステム構成写真 



 

図６は，実証実験を行った時のシステム構成者

写真となる． 
（２）デジタルサイネージ表示用構成内容の 
検討について 
 まず，デジタル・アーカイブ素材の選択と撮

影を行う．デジタル・アーカイブ素材について，

松本城の多方向から季節を変えて撮影し，メタ

データなどの記録を行い素材の収集を行った．

本研究では，園児に伝わり易くするために対象

文化財を身近な松本城のみとした． 
本実験にデジタルサイネージ表示用構成内

容を検討する際に３つの事項を軸として検討し

た．「時間的制限」幼稚園児の目に負担にならず

に集中して視聴して飽きない短時間であること．

また，他の遊びに影響を与えない時間であるこ

と．「内容のわかりやすさ」幼稚園児が視聴する

ことにより，シンプルな構成で園児に伝わり易

くするために対象文化財を身近な松本城のみを

多方向からの写真の表示とし，画面がチカチカ

しないゆっくりとした動きの内容とした．「興味

を持ってもらう工夫」デジタルサイネージにキ

ャラクターなどによる説明を入れ，文化財の写

真に興味をもってもらうことである．以上を考

慮し，本実験で行った構成内容の時間割を図７

に示す． 

 

 図７ デジタルサイネージ構成内容の時間割 
デジタルサイネージ構成内容の合計時間を歌１

曲程度の３分と設定し，タイトル２秒→オープ

ニング動画１分１８秒→松本城写真６枚１分３

０秒→エンデング１０秒の時間割とした． 
合計３分による構成内容は，図８のデジタルサ

イネージの構成内容に示す通りに１つのシナリ

オとして動画に用いるセリフやキャラクターの

利用，デジタル・アーカイブ素材の利用を検討

した．オープニングでは，キャラクターを利用

することにより，デジタルサイネージに注目し

てもらう狙いがあり，キャラクターの問いかけ

に対して，受け答えや考える時間を考慮した．

松本城の写真が流れる前に松本城をイメージし

てもらうために松本城ではない誤った絵を提示

して，松本城に対する関心を高める狙いとした．

松本城の静止画は，ハイビジョンテレビいっぱ

いに大きくすることにより松本城を大きく見せ

る構成とし，空の色を灰色から真っ青，緑や紅

葉が混ざる赤など視覚的変化させ興味を持つ構

成とした．松本城を知っている園児も多方向か

らの撮影した静止画であるために，見慣れない

角度からの松本城をみてもらうことにより松本

城の新しい発見をしてもらう工夫をした． 

 

図８ デジタルサイネージの構成内容 

松本城の静止画にテロップを流すが，字が読め

ない園児のためにオープニングの動画で文字と

音声で伝える内容を予め説明しておき，松本城



 

の写真のみを見ても伝える内容が変わらないよ

うな配慮をした． 
時間・内容などシンプルな構成とした．実際

の構成作成した構成内容について，図９に示す．   

 

図９ デジタルサイネージの実際の構成 
（３）デジタルサイネージの視聴とアンケート 

デジタルサイネージの構成内容１回（視聴時

間３分）を年少園児１回・年中園児１回・年長

園児１回視聴してもらい，視聴後に園児挙手に

よるアンケートを行った．実際の視聴風景とア

ンケート挙手風景を図１０に示す。 
園児に対するアンケート方法は、図１１にあ

る園児に対する５つの質問内容のアンケート用

紙を利用して，園児に口頭質問を行い挙手によ

るアンケート結果を収集した．園児アンケート

時間１回２分とした． 

教諭・実習生に対するアンケートの方法と内

容は、図１２の教諭・実習生に対するアンケー

ト用紙を利用して，４つの項目について意見を

記入してもらい収集した． 

 
    視聴風景       アンケート風景 

図10 デジタルサイネージの閲覧とアンケート状況 

 
 図 11 園児に対する質問による挙手アンケート用紙 

 

 

図12 教諭・実習生に対するアンケート用紙 



 

１０．デジタルサイネージ視聴による結果 

（単位％） 

 

 

 

 

 

図13 園児へのアンケート結果 

今回の実証実験で園児の視聴時の反応につ

いて得られた特徴として，年少は，キャラクタ

ーの問いかけに対して，大きな声で返事をして

反応した．また，松本城が表示されている際に

は，行ったことがあるなどしゃべって反応した．

年中は，最初は、松本城が表示されている際に

は行ったことがあるなどしゃべって反応したが

その後に集中して視聴していた．年長は，最初

に松本城が表示されている際には小さな声で行

ったことがあるなどしゃべって反応したがすぐ

に集中して視聴していた． 
次に図１３は園児に行ったアンケート結果

であり，特徴がみられる．年少・年中園児と年

長園児のアンケート回答の差である．年少・年

中園児は，ちょっとという表現の回答はないが，

年長園児には，ちょっとという表現の回答があ

る点である．年長児には，アンケートの回答が

より極め細かくなっている．また，年長園児の

回答として，質問３の松本城をこのテレビでこ

のままみたいか，質問４のこのテレビで松本城

をまたみたいか，質問５松本城に行ってみたい

かとういう３つ質問に対しては，否定的な回答

が全くなかった． 
 全園児の結果より，デジタルサイネージによ

る松本城を視聴した結果として，図１１のアン

ケート５項目すべての項目に肯定的な回答が９

０％以上であった．特に松本城に（ちょっと）

行きたい，松本城をまたデジタルサイネージを

利用して（ちょっと）視聴したい，松本城以外

の文化財をデジタルサイネージを利用して（ち

ょっと）視聴したいという回答が９０％以上の

回答が得られたことは，園児の知っている知ら

ないに関わらずに興味・関心があるという一定

の評価が得られたことになる． 

 
 図１4 園児のイメージ調査（イメージ差） 

 園児のイメージ調査によって得られる特徴と



 

して，図１４が示す通りに全園児や年少児・年

中児・年長児からみた場合についても良いイメ

ージをもっていることが明らかである．年長児

のイメージが若干悪いのは，ちょっと行きたい

などきめ細かい回答となっているためである． 
興味深い結果として，松本城は認知度が高く知

らない園児が少なかったが，松本城を知らない

園児数４名がおり，その園児４名は松本城へ行

ったことがないに挙手し，今回の視聴により松

本城に行ってみたいにその園児４名全員挙手し

たことである． 

 
 図 15 教諭・実習生のアンケート回答 

 
 図 16 教諭・実習生のアンケート回答 

 教諭・実習生に実施したアンケートの結果よ

り得られた特徴として，図１５の園児様に身近

な文化財を利用したデジタルサイネージをみる

ことにより，身近な文化財に対して園児様に興

味・関心を持ってもらえそうかという質問に対

して，教諭は９１％，実習生８２％と興味・関

心に対する客観的な効果を示す高い数値を示し

たが，図１６の質問である文化財写真を利用し

たデジタルサイネージの表示について，教材利

用について可能であるかというアンケートの結

果については，教諭６４％，実習生は，７５％

と半数を超えている程度である．教材利用化に

懸念される意見として，字か読めない園児には

難しいのではという意見が多い．しかし，幼稚

園でも使う紙芝居に似ているという意見や後日

幼稚園バスに乗っている子が街中に立て看板の

松本城みて，この前と同じ松本城だねと園児が

話す姿をみて効果があるんだなと実感したとい

う意見があった． 
１１．おわりに 

本研究では，小さな子ども向けにデジタル・

アーカイブ素材を利用し，文化財に興味・関心

を促すきっかけづくりの検討と教材として利用

の検討をしたが，実証実験の結果として，興味・

関心持ってもらう１つのきっかけとなるという

ことについては一定の評価が得られたが，教材

の利用化には懸念があり今後も内容の検討が必

要である．また，今回は１つの幼稚園施設にて，

１つの文化財素材のみを用いた実証実験だった

ために園児が全く知らない別の地域の文化財や

別の幼稚園などの実施により，アンケート数を

多くすることにより，さらに詳しい分析が可能

である．今後，デジタルサイネージは，学校教

育や社会教育の教材として，また，災害などの

緊急情報を流せるなど様々な場所での利用に期

待できる． 
尚，本研究において久世均教授にご指導いた

だいき厚く感謝の意を表します． 
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